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通巻第５９号

報告１ ： 第６５回全国ろうあ者大会 ｉｎ FUKUOKA 平成２９年６月１日（木）～４日（日）

６月１日（木）～４日（日）の４日間、福岡県にて全国ろうあ者大会が開催されました。私は最終日に行

なわれた大会式典に参加しました。約4,200人の参加者で、ろう者同士、何十年振りの再会に抱き合ったり、

握手をしたり、ハイタッチしたりと、見たことのない満面の笑みで喜び合って懐かしそうでした。

今大会は全日本ろうあ連盟創立７０周年記念ということもあり、秋篠宮両殿

下のご臨席を賜り、殿下からご挨拶いただきました。

また、来賓の県知事や市長、厚生労働省大臣代理の方と、ほぼ全ての方々が、

手話付きでご挨拶をしてくださり会場は大きく湧きました。世界ろうあ連盟、

アジアろうあ連盟の理事の方々も

来日されており、ステージ中央の

大型スクリーンの横には国際手話

のワイプが映し出され、興味深かっ

たです。その他にも、那須英彰

（なすひであき）氏の一人芝居、

県内５つのろう学校の太鼓やパー

カッションなどのパフォーマンス

があり、とても感動しました。

来年の開催地は大阪です。ぜひ、
みんなで参加しましょう！＜職員＞

福岡県で行われた全日本ろうあ連盟創立７０周年記念と第６５回全国ろうあ者大会に併せて、様々な企画・

行事が開かれました。３日（土）の午前中、評議員会にて、日本テレビ「２４時間テレビ」より聴覚障害者

情報保障支援機器の贈呈式で、活

動団体の聴覚障害者協会及び全国

聴覚障害者情報提供施設などから

各代表者が参加しました。

８月中旬には、全国４１箇所の

施設に「アイドラゴン４」が設置

される予定です。

報告２ ： 「アイドラゴン４」贈呈式 平成２９年６月３日（土）

(左)贈呈式の様子 (右)贈呈を受けた団体の代表者が集まり記念撮影

(左)大会式典の様子 (右)大会のマスコットキャラクターたち
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Ｑ．最後に、一言、お願いします。

聞こえない人が働くということは、やはり大変なこともあります。商
品を探していたお客様を売り場まで一緒に案内して、最後に「ありがと
う」と言われると、とても嬉しいです。仕事は大変ですが、私は仕事が
嫌だとは思えません。これからもがんばって働きたいです。

Ｑ．勤続１０年目とのことですが、長く続けられた理由は？

会社にもお客様にも聞こえないことを理解してもらった上で仕事をし
ています。異動したばかりの時は、心配した上司が後ろから付いて来て
フォローしてくれたり、今ではお客様に言われた内容が分からない時は
同僚が一緒に来て対応してくれたりと、とても助かっています。また、
聞こえないからこそ「見る力」があるのか、商品チェック時に不備に気
付くことが多く、同僚から「気づいてくれて助かる」と喜ばれることも
あります。助けてもらうだけではなく、お互いに協力することが大切だ
と思います。

Ｑ．仕事中に工夫していることは？

メモとペン、「耳が聞こえません」などが書かれたカードを必ず持ち
歩いています。カードは、後ろから話しかけてきたお客様に気付かず怒
らせてしまったことがあり、上司へ相談したところ、すぐに会社が作っ
てくれました。いつも仕事中は持ち歩き、聞こえないことでお客様を怒
らせてしまった時には、すぐに見せて対応しています。

Ｑ．職場でのコミュニケーション方法は？

主に筆記です。相手の唇の動きで言っていることが分かる時もあります。自分
から言いたいことは、声でも伝えます。

Ｑ．職場には米田さん以外に聴覚障害のある人はいますか？

いません。他部署ですが、知的障害と発達障害のある方は働いています。

報告３ ： 全国聴覚障害者情報提供施設協議会 平成２９年６月８日（木）

「全国聴覚障害者情報提供施設協議会総会及び施設大会に参加して」

6月に茨城県水戸市で開催された総会及び施設大会は、51施設の参加に
より、シンポジウム「電話リレーサービス、遠隔手話サービス」について
も盛大に議論がなされました。

震災時や離島等での利用のメリットを聞いた際には、必要性を強く感じ
ましたが、遠隔手話サービスを含め入札や手話通訳制度への影響、24時間
サービスなど、課題も多く含まれることを知りました。情報提供施設とし
てＩＴ支援は欠かせない支援であると同時に、地域の利用者が求めるサー
ビスとの格差、ＩＴだけが独り歩きして行かないよう、さらに学習してい
く必要性を感じました。

紹介１ ： 働く聴覚障害者 ～ イオン八幡東店 ・ 米田 静江さん ～

イオン八幡東店 で働く米田 静江（よねだしずえ）さんを紹介します。

Ｑ．どのような仕事をしていますか？

最初は服の商品化を担当しました。トラックから商品を降ろし、店舗へ持って
行き、陳列用ハンガーにかけるという作業です。約３年が過ぎた頃、手の痛みが
ひどくなり異動希望を出しました。その後は、食品売り場にて農産と加工（グロッ
サリー）を担当しています。現在の主な仕事は、食品の賞味期限を確認し廃棄分
別する作業と、専用の機械をバーコードにかざして価格をチェックする担当をし
ています。毎週火曜日はネット注文対応のため、９時、１１時、１３時の計３回、
注文のあった果物の選別作業を行なっています。

永年勤続10年の表彰状と一緒に♪

制服姿の米田さん

インタビューに手話で答える様子

米田さん、今回は全てを掲載できませんでしたが、いろいろなお話をありがとうございました。
＜聞き手：センター職員＞
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今回は、食事の準備は奥さん任せ、一人暮らしで市販の惣菜で済ませ

たりしている男性を対象に、料理をすることの楽しさを知ってもらうこ

とを目的に開催しました。栄養士さんを講師に、食中毒の注意などを含

め、手話で楽しく指導していただきました。みなさん真剣に取り組み、

美味しいお弁当ができあがりました。

情報１ ： 日本語字幕付き上映日の映画案内（７月・８月）

◆お問い合わせ

Ｔ・ジョイリバーウォーク北九州

〒803-0812
北九州市小倉北区室町1-1-1
リバーウォーク北九州デコシティ４Ｆ

◆連絡先

ＴＥＬ：093-573-1569

ＦＡＸ：093-573-1653

◆ＭＡＩＬ

kitakyushu@t-joy.net

『忍びの国』 ※１日1回以上上映

▶字幕上映日

７月１９日(水)～７月２２日(土)

『メアリと魔女の花』 ※１日１回以上上映

▶字幕上映日

７月２３日(日)～７月２６日(水)

『劇場版 ※１日１回以上上映

ポケットモンスター キミにきめた!』
▶字幕上映日

８月２日(水)～８月５日(土)

『ジョジョの奇妙な冒険 ※１日１回以上上映

ダイヤモンドは砕けない 第一章』
▶字幕上映日

８月２０日(日)～８月２３日(水)

報告４ ： 情報提供事業「おやじの弁当」 平成２９年５月１５日（月）

調味料選び。味は？どれにする？ いろんなお弁当ができあがり♪

「対人コミュニケーションの基本技術」というテーマで九州産業

大学の倉知延章（くらちのぶあき）先生からお話を聞きました。

コミュニティーワーク（地域援助技術）について聞こえない人が

地域で暮らしやすくなるためには何が大切か。また、対人援助の難

しさなどを詳しく、わかりやすく学ぶことができました。

情報センターの事務所に来られる方々は

通訳依頼だけではなく、日常生活の様子を

話しに来られたり困りごとの相談に来られ

たりします。この研修を職員全員が今後の

来館者の対応に役立てたいと思います。
職員全員で相談の受け方を実習中

報告５ ： 聴覚（視聴覚）障害者情報センター職員合同研修 平成２９年６月１１日（日）

卵焼きに挑戦！上手にできるかな？
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小倉織は、縞（しま）模様が美しい織物です。江戸時代には和綿を栽培し、

綿花を手で紡ぎ、手織りされていました。百姓が木綿しか着てはいけない時期

があったこともあり、丈夫で長持ちする小倉織の生産は全国各地へ広まりまし

た。しかし、明治時代には輸入された安価な紡績糸による機械織りが主流とな

り、大正時代以降には地元での手織り生産は衰退していったそうです。

約30年前に小倉織の研究が始まり復元され、小倉織協議会による新たな創

作が続けられています。現在は普及活動として市民向

け講座も行われています。講座では、講義（小倉織の

歴史や縞の特徴など）と実技（綿から糸へ紡ぎ、糸を

染め、糸データを作り、実際に織る）を教わることが

できます。かくいう私も講座を受講中です。古い歴史

を大切にしながら、さらに新たなことに挑戦する講師

のみなさんの姿勢を見習いたいと思います。

編集後記 ： 北九州市が誇る伝統の織物「小倉織」 貸出状況の出ータ

貸出人数 貸出本数

４月 ５ １１

５月 ６ １６

６月 ２６ ６４

総計 ３７ ９１

専任手話通訳者 盲ろう者通訳・ガイドヘルパー

個人 団体 計

４月 ２３８ ６ ２４４

５月 ２２０ １０ ２３０

６月 ２５２ ８ ２６０

総計 ７１０ ２４ ７３４

個人 団体 計

４月 １９ ０ １９

５月 １９ ０ １９

６月 １９ ０ １９

総計 ５７ ０ ５７

報告６ ： 派遣事業の件数 出ータ （専任手話通訳者、盲ろう者通訳・ガイドヘルパー、要約筆記者）

個人 団体 計

４月 ８ ５ １３

５月 １６ ５ ２１

６月 １８ ７ ２５

総計 ４２ １７ ５９

要約筆記者

ビデオ制作のコーナー

紹介２ ： 新入荷ＤＶＤ（手話・字幕付き）

障害のある人が障害のない人たちと同じように保障されるとともに教育や

就業、社会生活において平等に参加できるよう、それぞれの障害特性や困り

ごとに合わせて行う配慮のことです。聴覚障害者の平等な社会参加の実現に

向けて、聴覚障害者、関係者、行政関係者ほか多くの皆さまにＤＶＤを少し

でも役立てていただければ幸いです。

「おしえてタモちゃん！～合理的配慮って なに？～」 （５０分）

【 内 容 】

①聴覚障害についての無理解 ②ちょっとした（簡単な）配慮もしない
③音声のみの情報しかない ④音声によるコミュニケーションの強制


